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大
津
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

本
件
は
、
原
告
の
従
業
員
が
原
告
所
有
の
ト
ラ
ッ
ク

(以
下

｢本
件
車
両
｣
と
い
う
。)
を
運
転
し
て
走
行
中
、

大
津
市
管
理
の
市
道
の
ト
ン
ネ
ル

(以
下

｢本
件
ト
ン
ネ

ル
｣
と
い
う
。)
の
天
井
に
本
件
車
両
が
接
触
し
て
車
両

が
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
、
原
告
が
被
っ
た
と
す
る
損
害

の
賠
償
を
国
家
賠
償
法
第
二
条
に
基
づ
き
損
害
賠
償
請
求

を
し
た
も
の
で
あ
る
金
謂
求
額
七
一
六
万
九
、四
〇
八
円
)。

(前
提
と
な
る
事
実
)

①

原
告
は
、
引
越
荷
役
事
業
及
び
作
業
請
負
、
梱
包
事

業
等
を
業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
所

有
し
て
い
た
。

②
原
告
の
従
業
員
で
原
告
所
属
の
運
転
手

(以
下

｢運

転
手
｣
と
い
う
。)
は
、
本
件
車
両
に
顧
客
の
荷
物
を

積
載
し
て
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
内
に
進
入
し
、
出
口
付
近

で
本
件
ト
ン
ネ
ル
天
井
に
本
件
車
両
を
接
触
し
た

(以

下
上
記
事
故
を

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)。

=
主
惣
争
点

入
口
付
近
よ
り
出
口
付
近
の
高
さ
が
低
い
ト
ン
ネ
ル
に

お
い
て
、
通
過
し
よ
う
と
す
る
車
両
の
運
転
手
が
安
全
に

ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
で
き
る
よ
う
に
高
さ
制
限
が
あ
る
こ

と
を
道
路
管
理
者
が
明
示
し
、
車
両
の
通
行
を
禁
ず
る
な

ど
の
措
置
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
に

車
両
を
接
触
さ
せ
た
運
転
手
に
対
し
て
事
故
に
つ
い
て
の

過
失
が
認
め
ら
れ
る
か
。

1

本
件
事
故
に
つ
い
て
の
被
告
の
責
任
と
原
告
の
過

失
に
つ
い
て

(争
点
1
)

の

原
告
の
主
張

ア

本
件
事
故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に

は
注
意
を
促
す
よ
う
な
標
識
は
な
く
、
本
件
車

両
の
車
高
は
三
･
三
メ
ー
ト
ル
で
、
本
件
ト
ン

ネ
ル
の
入
口
は
四

･
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
運
転
手
は
、
目
視
に
よ
り
進

入
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に

進
入
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
は
出
口
で

は
三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
し
か
な
か

っ
た
た
め
、

本
件
車
両
は
出
口
付
近
で
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の

天
井
に
接
触
し
立
ち
往
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ

本
件
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
入
口
と
出
口
の

高
さ
が

一
定
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
被
告
は
、

安
全
に
車
両
が
ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
で
き
る
よ

ト
ン
ネ
ル
の
天
瓣
に
草
繭
を
飜
鴛
さ
せ
た
運
喩
弁
に
対
し
て

事
讓
に
つ
い
て
の
過
失
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
大
津
市
道
損
害
賠
償
請
求
事
件
l
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課
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う
、
高
さ
制
限
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
三
メ
ー

ネ
ル
の
入
口
に
は
、
｢け
た
下
高
三
･
O
M
｣
の

ト
ル
を
超
え
る
車
高
を
有
す
る
車
両
の
通
行
を
禁

標
示
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
運
転
手
は
、
進
入
こ

ず
る
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
の
に

(な
お
、
本

件
事
故
後
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に

｢け
た
下

制
限
高
三
.
O
M
｣と
の
標
示
が
設
け
ら
れ
た
。)、

こ
れ
を
怠
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
に
は
道
路

の
設
置
及
び
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

ウ

ト
ン
ネ
ル
入
口
に
何
ら
注
意
が
促
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
入
口
と
出
口
で
高
低
差
が
あ
る
と
判
断

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
進

入
す
る
こ
と
に
過
失
は
な
い
。道
路
交
通
法
上
も
、

ト
ン
ネ
ル
を
進
入
す
る
際
の
一
旦
停
止
義
務
を
認

め
て
い
な
い
。
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ

の
途
中
で
坂
道
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
判

別
で
き
な
い
。
ま
た
、
途
中
で
出
ら
れ
な
い
よ
う

な
ト
ン
ネ
ル
で
あ
れ
ば
、
そ
の
入
口
に
高
さ
制
限

に
つ
い
て
の
看
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
運
転
手
は
、
高
さ
制
限
の
看
板
が
な
け
れ
ば
、

入
口
と
出
口
と
の
間
に
高
低
差
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
車
両
の
通
行
が
不
可
能
な
ト
ン
ネ
ル

だ
と
は
認
識
し
な
い
。
さ
ら
に
、
運
転
手
は
、
引

越
荷
物
を
搬
送
し
て
お
り
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
が
横

幅
の
狭
い
ト
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
か
ら
、
徐
行
し
て

い
た
。

②

被
告
の
主
張

ア

本
件
事
故
当
時
、
原
告
が
進
入
し
た
本
件
ト
ン

標
示
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
運
転
手
は
、
進
入
に

際
し
て
十
分
余
裕
の
あ
る
高
さ
を
有
し
て
い
な
い

こ
と
は
目
視
に
よ
り
判
断
し
得
た
の
で
あ
り
、
ま

た
、
前
方
の
出
口
へ
抜
け
る
に
際
し
て
前
方
を
目

祝
し
て
い
れ
ば
、
道
路
が
上
方
に
傾
斜
し
、
一
方

上
部
は
並
行
で
あ
り
、
自
ず
と
出
口
付
近
の
高
さ

が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
認
識
し
得
る
状

況
に
あ
っ
た
。

イ

本
件
事
故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
周
辺
部
分

が
工
事
中
で
あ
っ
た
の
で
、
｢最
徐
行
｣
の
看
板

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
徐
行
運
転
で
の
注
意
が
促

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
件
車
両
が
徐
行
に
よ
り
、

進
行
し
て
お
れ
ば
、
途
中
の
高
低
差
に
気
付
き
、

接
触
事
故
は
回
避
し
得
た
。

ウ

し
た
が
っ
て
、入
口
の
高
さ
に
余
裕
が
あ
っ
て
、

本
件
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
し
た
と
し
て
も
、
運
転
に

お
い
て
、
慎
重
を
期
し
て
徐
行
す
る
な
ど
し
て
、

天
井
の
高
さ
に
注
意
を
払
っ
て
お
れ
ば
、
途
中
、

車
高
と
の
関
係
で
、
天
井
部
分
が
接
触
す
る
可
能

性
を
予
期
す
る
こ
と
は
十
分
で
き
た
。し
か
る
に
、

運
転
手
は
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
の
高
さ
が
進

入
可
能
な
高
さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
口

も
同
様
の
高
さ
を
有
す
る
も
の
と
判
断
し
、
徐
行

す
る
こ
と
な
く
、
相
当
の
速
度
で
進
行
し
て
、
目

車
の
上
部
を
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
に
接
触
さ
せ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
運
転
手
に
は
、
本
件
ト
ン
ネ

ル
の
入
口
の
高
さ
と
同
等
の
高
さ
が
続
い
て
い
る

と
軽
信
し
た
過
失
が
存
し
、
そ
の
割
合
は
三
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。

2

本
件
事
故
に
よ
っ
て
原
告
の
被
っ
た
被
害
に
つ
い
て

ー
他
の
争
点
ー

(争
点
2
)

燭
原
告
の
主
な
主
張

本
件
事
故
に
よ
っ
て
、
原
告
は
、
下
記
の
と
お
り
の
損

害
を
被
っ
た
。

ア

修
理
代

一
六
五
万
六
、
0
0
0
円

本
件
事
故
に
よ
り
、
本
件
車
両
の
コ
ン
テ
ナ
部

分
に
損
傷
が
生
じ
た
が
、
車
体
部
分
に
は
損
傷
は

な
か
っ
た
の
で
、
全
損
の
状
態
で
は
な
い
。
原
告

は
、
本
件
車
両
全
体
を
廃
棄
処
分
し
て
新
車
を
購

入
す
る
よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
部
分
を
積
み
換
え
る
方

が
安
上
が
り
で
あ
る
か
ら
、
本
訴
に
お
い
て
、
修

理
代
金
を
損
害
と
し
て
、
請
求
す
る
。
損
害
賠
償

は
原
状
を
回
復
す
る
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
あ
っ

て
、
本
件
車
両
の
コ
ン
テ
ナ
部
分
に
つ
い
て
は
、

中
古
市
場
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
場
が
形
成

さ
れ
て
い
る
中
古
車
の
よ
う
に
再
調
達
で
き
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
原
状
回
復
と
し
て
は
、
修
理
費

を
補
填
す
る
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。

イ

休
車
代

五
三
一
万
三
、
四
〇
八
円

本
件
事
故
直
前
三
カ
月
間
の
当
該
支
社
の
売
上
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平
均
か
ら
経
費
を
控
除
し
た
金
額
を
、
当
該
支
社

の
ト
ラ
ッ
ク
保
有
台
数
分
で
割
り
出
し
、
一
日
の

営
業
利
益
を
算
出
し
、
こ
れ
に
休
業
日
数
を
乗
じ

た
も
の
。

②

被
告
の
主
な
主
張

ア

修
理
代
に
つ
い
て

本
件
車
両
の
損
傷
部
分
は
、
車
両
上
部
の
箱
部

分
で
、
こ
の
新
品
価
格
は
二
七
〇
万
円
で
あ
る
と

こ
ろ
、
法
定
減
価
償
却
残
存
率
換
算
表
の
法
定
耐

用
年
数
一
〇
年
を
採
用
し
、
経
過
年
数
八
年
=

月
で
み
る
と
、
損
傷
コ
ン
テ
ナ
の
時
価
額
は
、
三

四
万
五
、
六
〇
〇
円
と
な
る
。
交
通
事
故
に
よ
る

損
傷
の
賠
償
額
評
価
と
し
て
は
、
修
理
費
が
時
価

額
を
超
え
る
部
分
に
は
、
時
価
額
が
当
該
交
通
事

故
に
よ
る
損
害
額
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
を
全
損
と

し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
、
例
外

を
認
め
る
特
段
の
事
情
は
存
し
な
い
。

イ

休
車
代
に
つ
い
て

本
件
車
両
の
損
害
が
全
損
で
あ
る
か
ら
、
体
車

損
害
は
発
生
し
な
い
。
本
件
事
故
に
よ
り
、
原
告

に
は
減
収
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
休
車

損
は
発
生
し
て
い
な
い
。
な
お
、
本
件
車
両
の
稼

働
率
に
つ
い
て
の
主
張
立
証
は
な
い
。

仮
に
、
数
日
分
の
休
車
損
害
が
認
定
さ
れ
る
と

し
て
も
、
一
日
五
万
五
、
三
四
八
円
は
過
大
に
過

ぎ
る
。
三
カ
月
平
均
の
当
該
支
社
の
営
業
利
益
を

保
有
台
数
で
割
る
と
、
一
台
当
た
り
一
九
万
七
、

○
六
〇
円
の
営
業
利
益
と
な
り
、
そ
の
他
の
売
上

を
加
え
た
と
し
て
も
、
休
車
損
害
は
、
一
日
当
た

り
六
、
五
六
九
円
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。

三

朝
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

1

主
文

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
二
七
二
万
八
、
四
五
四
円
及

び
こ
れ
に
対
す
る
訴
状
到
達
翌
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年

五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

2

判
断
の
ポ
イ
ン
ト

=

本
件
事
故
に
つ
い
て
の
被
告
の
責
任
と
原
告
の
過
失

に
つ
い
て

(争
点
1
)

ア

本
件
ト
ン
ネ
ル
は
、
被
告
の
管
理
す
る
市
道
の

ト
ン
ネ
ル
で
、本
件
車
両
の
進
行
方
向
か
ら
見
て
、

上
り
勾
配
と
な
っ
て
お
り
、
入
口
付
近
の
高
さ
は

四

･
二

一
メ
ー
ト
ル
、
出
口
付
近
の
高
さ
は
三

･

0
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
本
件
事
故
当
時
、
本
件

ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
に
は

｢け
た
下
制
限
｣
に

つ
い
て
の
標
識
等
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件

事
故
後
に
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
に

｢け

た
下
制
限
高
三
,
O
M
｣
と
の
標
示
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。

イ

運
転
手
は
、
本
件
車
両
に
顧
客
の
荷
物
を
積
載

し
、
被
告
の
管
理
す
る
市
道
を
走
行
し
、
本
件
ト

ン
ネ
ル
に
差
し
か
か
っ
た
。
運
転
手
は
、
本
件
事

故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に
は
注
意
を
促

す
よ
う
な
標
識
は
な
く
、
入
口
の
高
さ
は
四
･
二

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
あ
り
、
他
方
、
本
件
車
両
の

車
高
は
三

･
三
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

目
視
に
よ
り
進
入
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
件

ト
ン
ネ
ル
に
進
入
し
た
。
し
か
し
、
本
件
ト
ン
ネ

ル
が
、
上
記
ア
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、

出
口
付
近
で
、
本
件
車
両
が
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
天

井
に
接
触
し
、
本
件
車
両
の
コ
ン
テ
ナ
部
分
に
損

傷
が
生
じ
た
。

ウ

被
告
は
、
管
理
す
る
道
路
で
あ
る
本
件
ト
ン
ネ

ル
が
上
り
勾
配
と
な
っ
て
い
て
、
入
口
付
近
よ
り

出
口
付
近
の
高
さ
が
低
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件

ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
車
両
の
運
転
手

が
安
全
に
ト
ン
ネ
ル
内
を
通
過
で
き
る
よ
う
に
高

さ
制
限
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
三
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
車
高
を
有
す
る
車
両
の
通
行
を
禁
ず
る
な

ど
の
措
置
を
講
ず
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
怠
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
の
設
置
及
び
管
理
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
相
当
で
あ
り
、
国
家
賠
償

法
二
条
一
項
に
よ
る
責
任
が
あ
る
。

エ

運
転
手
に
お
い
て
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
を
出
口
へ

抜
け
る
に
際
し
て
前
方
を
目
視
し
て
い
れ
ば
、
道

路
が
上
方
に
傾
斜
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
上
部

は
並
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ず
と
出
口
付
近
の
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高
さ
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
認
識
し
得

る
状
況
に
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
。
ま
た
、
本
件

事
故
当
時
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
に
は
、

そ
の
周
辺
部
分
が
工
事
中
で
あ
っ
た
の
で
、
｢最

徐
行
｣
の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、本
件
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
し
、

出
口
付
近
が
低
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
本
件
車
両

の
コ
ン
テ
ナ
部
分
を
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
に
接

触
さ
せ
た
本
件
車
両
の
運
転
手
に
本
件
事
故
に
つ

い
て
の
過
失
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
相
当

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
故
に
つ
い
て

運
転
手
に
も
過
失
が
あ
っ
た
と
し
て
、
本
件
事
故

に
よ
っ
て
原
告
の
被
っ
た
被
害
に
つ
い
て
過
失
相

殺
を
い
う
被
告
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

2

原
告
の
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て

(争
点
2
)

㈲

修
理
代
に
つ
い
て

①
本
件
事
故
に
よ
り
、
本
件
車
両
は
コ
ン
テ
ナ
部
分
が

損
傷
し
た
が
、
車
体
部
分
に
は
損
傷
は
な
く
、
原
告
に
お

い
て
車
検
を
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
、
②
損
傷
し
た
コ
ン
テ

ナ
部
分
を
修
理
す
る
に
は
、
一
六
五
万
六
、
0
0
0
円
を

要
す
る
こ
と
、
③
上
記
修
理
は
損
傷
し
た
コ
ン
テ
ナ
部
分

を
取
り
替
え
る
こ
と
を
主
た
る
内
容
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
④
本
件
車
両
は
購
入
後
約
九
年
三

月
経
過
し
て
い

る
こ
と
、
⑤
損
害
保
険
会
社
の
担
当
者
の
調
査
結
果
に
よ

れ
ば
、
法
定
減
価
償
却
残
存
率
換
算
表
に
よ
る
残
存
率
を

適
用
し
て
、
本
件
車
両
の
時
価
は
、
コ
ン
テ
ナ
部
分
が
三

八
万
四
、
0
O
0
円
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑥
中
古
車
と

異
な
り
、
コ
ン
テ
ナ
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
古
車
市
場
の

よ
う
な
市
場
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
種
同
等
の
物
を

入
手
し
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、以
上
に
加
え
て
、

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
は
本
来
事
故
前
の
現
状
を
回

復
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
コ
ン
テ

ナ
部
分
の
取
り
換
え
を
前
提
と
し
た
修
理
費
全
部
を
本
件

事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
し
て
被
告
に
負
担

さ
せ
る
こ
と
は
約
九
年
=

月
間
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る

コ
ン
テ
ナ
部
分
の
価
値
の
減
価
分
に
つ
い
て
ま
で
被
告
に

負
担
さ
せ
る
結
果
に
な
る
か
ら
相
当
で
は
な
く
、
他
方
、

本
件
事
故
時
の
時
価
を
も
っ
て
損
害
と
す
る
こ
と
は
中
古

車
の
よ
う
に
同
種
同
等
の
も
の
を
入
手
で
き
る
状
況
に
な

い
原
告
を
し
て
原
状
回
復
を
原
則
と
す
る
不
法
行
為
の
法

意
に
照
ら
し
て
相
当
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
本
件
に
お
い

て
は
、
上
記
説
示
に
加
え
て
諸
般
の
事
情
を
も
鑑
み
、
本

件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
修
理
費
相
当
の
損
害
と

し
て
被
告
に
お
い
て
負
担
す
べ
き
損
害
は
、
上
記
修
理
見

積
費
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
八
二
万
八
、
0
0
0
円
を

も
っ
て
相
当
と
認
め
る
。

②

休
車
代
に
つ
い
て

当
該
支
社
で
は
、
本
件
事
故
に
よ
り
本
件
車
両
が
損
傷

し
て
稼
働
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
前
年
度
に
比
較
し
て
、

売
上
が
一
カ
月
平
均
六
四
六
万
円
、
営
業
利
益
が
一
ヵ
月

平
均
一
七
一
万
六
、
0
0
0
円
減
少
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

う
ち
、本
件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
し
て
、

被
告
に
お
い
て
負
担
す
べ
き
休
車
代
は
、
一
六
六
万
四
五

四
円
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
車
両
の

損
傷
箇
所
、
修
理
内
容
等
に
鑑
み
、
休
車
期
間
と
し
て
は
、

三
〇
日
を
も
っ
て
相
当
と
認
め
る
。
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